○○年　　月　　日　　曜日　又は　第　　　週　　室内環境図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○幼稚園【３歳児】　　　　
姿→幼児の姿　　願→教師の願い　　　援→教師の援助　　環→環境構成




　　




ねらい：教師や友達に親しみをもち、好きな遊びを楽しむ。


内　容：・教師や友達と一緒に遊ぶ。　　・教師や友達と一緒に手遊びや触れあい遊びをする。





〈ベランダ〉


姿・イチゴやトマト等の生長を楽しみに、実の変化を喜びながら水やりをしている。　　援・一緒に水やりをしながら植物に触れたり、会話を楽しんだりことで教師や周りの環境に親しみがもてるようにする。


願・植物に興味をもちながら、明日への期待につながってほしい。　　　　　　　　　　　・「明日はどうなっているかな？」等と明日につながるような言葉かけをし、期待をもって登園できるようにする。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環・子どもが使ってみたいと思えるような表示をしたり、使いやすいようにじょうろ等の用具を配置したりする。





ピアノ





手洗い場





〈ままごと〉


姿


・自分から進んで遊ぶ子や教師と一緒なら遊ぶ子、傍観している子がいる。


願


・一緒に遊びながら教師や友達に親しみをもってほしい。


援


・自分から進んで一人で遊んでいる子には、その世界を大切にし、様子を見ながら周りの子と一緒にかかわれるように言葉をかける。


・一人一人の様子を丁寧にみながら言葉をかけ、遊ぶ楽しさが味わえるようにする。


・傍観している子は、誘いながらも無理強いはせず、様子を見守る。


環


・子どもが手にとってみたくなるような遊具の配置をする。


・片付けがしやすいようにわかりやすく表示をする。





〈描画〉


姿


・好きな絵を一人で描いたり、友達と一緒に描いたりして楽しんでいる。


願


・好きな遊びを楽しみながら安定して過ごしてほしい。


援


・一人で描いている子は、様子を見守りながら認めたり、友達の様子を伝えたりする。


・描いた絵を持ち帰りたい子には、お家の人が喜ぶだろうと伝え、満足感がもてるようにする。


環


・思う存分に描くことを楽しめるように材料を準備する。


・描いた絵を表示できるような場所を確保する。








〈手洗い・うがい〉


姿


・教師が促すと自分で手洗い・うがいができる子やなかなかやりたがらない子がいる。


願


・楽しく手洗い・うがいをし、少しずつ健康的な生活習慣が身についてほしい。


援


・一人一人に丁寧に言葉をかけ、手洗い・うがいを促し、できたことを認めたり気持ち良さを共感したりする。


・うがいをする際には、蛇口を上に向けて行うことを確認し、必要に応じて言葉をかける。また、押したりしないよう安全面にも留意する。


環


・子どもが興味をもつような手洗いやうがいの仕方の


表示をする。





〈音楽〉


姿


・げんこつやまのたぬきさん等、知っている音楽を聴きながら手遊びを楽しむ子がいる


願


・知っている音楽、親しみのある音楽を聴きながら安心して楽しんでほしい。


援


・歌ったり、手遊びしている姿を認め、教師も一緒に楽しさを共感する。


・周りの子も誘いながら、友達と一緒に楽しめるよう


にする。


環


・子どもが知っていそうな音楽を用意し、いつでも楽しめるようにカセットデッキ等を準備する。


・使いやすいように、音楽や使い方を表示する。
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〈ブロック〉


姿


・自分から進んで思い思いに作って遊ぶ子や教師と一緒なら遊ぶ子、傍観している子がいる。


願


・一緒に遊びながら教師や友達に親しみをもってほしい。


援


・自分から進んで一人で遊んでいる子には、その世界を大切にしながら


作ったものを認める。また、様子を見ながら周りの子と一緒にかかわ


れるように言葉をかける。


・一人一人の様子を丁寧にみながら言葉をかけ、遊ぶ楽しさが味わえるようにする。


・傍観している子は、誘いながらも無理強いはせず、様子を見守る。


環


・一人一人の子どもが思い切り遊べるように、量とスペースを十分に確


保する。


・シートを敷いて、座って遊ぶことができるようにする。


・登園後すぐに遊びたくなるような遊具の配置をする。


・片付けがしやすいようにわかりやすく表示をする。





〈所持品の始末〉


姿


・自分なりに片付けをする子や座ったままで動かない子がいる。


願


・自分の持ち物は自分で片付けようとする気持ちが育ってほしい。


援


・自分から進んで片付けようとしている子はその姿を認めつつ、必要に応じて援助する。


・どうしていいのかわからない子や動こうとしない子には、その子のペースを大切にしつつ、片


付け方を丁寧に援助し、できたことを認め、自らやってみようとする気持ちになれるようにする。


環


・自分の場所がわかるように、一人一人のロッカー等にわかりやすくシールを貼る。


・カバン等の置き場所を一人一人のロッカーに表示する。





ロッカ―





〈パズル〉


姿


・自分の好きなパズルを一人、または教師を一緒にで楽しんでいる。できるとうれしそうに教師に見せに来る子もいる。


願


・好きな遊びを楽しみながら安定して過ごしてほしい。


援


・一人で黙々と楽しんでいる子は、様子を見守りながら認めたり、難しそうにしている場面で手伝ったりする。


・様子を見ながら、他の子と一緒にしてみるように誘う。


環


・一人で取り組みたい気持ちを大切にしながら、落ち着いて


できるように机の配置を壁に向かわせたり、少人数用に場所を区切ってコーナーを作ったりする。





ロッカー








